
令和６年度（2024 年度）第６回北海道こども施策審議会こども施策部会 
こどもの意見反映に関する有識者ワーキンググループ 議事録 

 
日 時 令和６年（2024 年）10 月 30 日（水）10:00～12:00 
場 所 道庁本庁舎６階 保健福祉部総務課内技監室 
出席者 川田座長、髙梨委員、髙橋委員、山下委員 
議 題 １ こどもの意見反映推進事業の実施状況について 
    ２ こどもの意見反映推進事業におけるフィードバック手法について 
    ３ こども向けパブリックコメントにおける作成基準について 
議 事 
（１）議題１（こどもの意見反映推進事業の実施状況）について 

ア 事務局から資料説明（井口主任） 
  ・資料１に基づき説明 
イ 質疑・応答・意見（有・無） 
 ○川田座長 
  ・対面実施の時間はどれくらいの長さか 
  →学校にもよるが、槪ね４５分から１時間半程度 
  ・時間が短いところも、資料１の３P と同じやり方で実施しているのか 
  →時間に応じて意見発表を班代表者に限定するなど工夫しながら実施 

・現在の実施状況について、資料のデータを提供して欲しい 
   →後日提供 
  ○髙橋委員 
   ・実施時間によって、意見の件数は変わるか 
   →実施時間というよりは、実施人数による影響が大きい 
（２）議題２（こどもの意見反映推進事業におけるフィードバック手法）について 
 ア 事務局から資料説明（井口主任） 
   ・資料２―１、２－２に基づき説明 

・参考資料を共有 
 イ 質疑・応答・意見（有・無） 
  ○川田座長 
   ・円グラフについて、％も併記すること 
   ・棒グラフについて、サンプル数を明記すること 

・資料冒頭でルビ付きの設問を示しているのであれば、グラフ内のルビ振りは不要 
・グラフを色分けする際は、パターン分けも使用すること 

   ・資料に意見提出者の地域を記載するのであれば、個人や学校が特定されないような
範囲で設定すること 

   



○髙梨委員 
・棒グラフについて、横軸の項目は件数が大きい順に並べたほうが良い 
・参考資料のフィードバック資料は、１つの設問に対する情報が１ページに記載さ

れているが、情報を詰め込みすぎのように見える。 
   ・フィードバック資料の説明音声があるとなお良い 
  ○髙橋委員 
   ・円グラフについて、データラベルをグラフ内に表示すること 
   ・棒グラフについて、縦軸の単位設定の幅を広げること 
   ・反映の結果については、計画のどこに記載したか詳細まで書くと情報量が多すぎ

て読みづらいので、「別途 HP に掲載」等とした方が良い 
   ・資料の作りは、「主な意見/意見のポイント/反映結果」の３段構え（参考資料のフ

ィードバック資料）ではなく、「意見のポイント/反映結果」の２段構えの方が読
み手の負担が減って良い。 

   ・イラストを配置する際は意味のあるものとすること 
  ○山下委員 
   ・カラーユニバーサルデザインに準拠した配色にすること 

・資料発出前に、紙媒体で資料を確認したほうが良い 
（３）議題３（こども向けパブリックコメントにおける作成基準）について 

ア 事務局から資料説明（井口主任） 
  ・資料３－１～３－４に基づき説明 
イ 質疑・応答・意見（有・無） 
 ○川田座長 
  ・設問と回答の選択肢に齟齬がないように記載するべき（設問に対して、回答の選

択肢が宣言のようになっているものなど） 
  ・募集テーマが多く、多岐にわたるため、こどもに聞くべきテーマ設定なのかを審

議したほうが良いのではないか 
  ・こどもたちの普段の生活とパブリックコメントを実施する計画等の関連を示さな

いとこどもたちが回答することは難しい 
  ○髙梨委員 
   ・取組の途中経過なども含めて周知したほうがよいのではないか   

○山下委員 
・白抜きの文字を使用する場合は、背景色を濃くするなど読みやすさに配慮した調

整をすること 
・ルビ振り機能や音声読み上げ機能が導入されないのであれば、せめて括弧書きの

ルビ部分を改行して表示したほうが良い 
 

以上 


